
免疫実
験動物
学分野

多くの疾病が遺伝子機能の異常によってもたらされることに鑑
み、遺伝子改変マウスを駆使することにより、生体に於ける個々
の遺伝子の働きと疾病に於ける役割を理解できる様にする。

選択科目

実験医学特論

分子病
態学分

野

高次生命体の維持は様々な生体機能の恒常性の維持によって制御され
ている。恒常性の破綻は様々な炎症病態を作出し、その連続的過程が
疾患へと連動する。生体機能の恒常性の維持の全貌を理解するととも
に、その破綻による疾患の分子機構を理解していくための基礎となる技
術・知識を育成する。

分子病態学特論

分子発生生物学

必修科目

時間生
物学分

野

発生、分化、再生、老化、死などの時間軸に沿った動的な生命現
象を分子および遺伝子レベルで理解し、生命の恒常性維持なら
びにその破綻としての疾病発症との関連性について修得する。 選択必修科目

時間生物学特論

生体運命制御学特論

免疫生
物学分

野

成体防御システムである免疫機構を理解し、癌やアレルギーなど
の免疫病の治療や新たな免疫療法の開発に必要な基礎ならび
に応用的知識と技術を修得する。

細胞免疫学特論

臨床医学概論

ディプロマ・ポリシー項目(1)：
　生命科学における最先端の知識を体系的に理解し、それに基づ
いて生命科学諸分野の課題を論理的に把握できる高度な専門知
識。

生命情
報科学
分野

生物学各分野の研究における基本的手法として、イメージング技術や各
種の生物物理学的計測法の原理を理解し、
実際の実験系への適用とデータの解析を行う能力を修得する。

生命情報科学特論

生体分子機能特論

分子免疫学特論

分子生
物学分

野

細胞の分裂や分化を制御する遺伝子のプログラムと、その転写、
翻訳、複製、修復等の制御機構、また、主な遺伝子産物の働きを
理解する。さらに、それらを研究する方法論を理解する。

ディプロマ・ポリシー項目(4)：
　科学文化の啓発及び普及に貢献するように、国内外に広く研究成
果を発信できるプレゼンテーション能力及びコミュニケーション能
力。

がんゲノム医科学特論

分子生物学特論

腫瘍発生学特論

特別研究２A 特別研究２B
ディプロマ・ポリシー項目(2)：
　生命科学における高度な技術を習得することで、これを駆使して、
生命科学諸分野の課題の解決に貢献できる研究能力。

生命科学特別演習１A 生命科学特別演習１B 生命科学特別演習２A 生命科学特別演習２B

生命科学の基礎的知識を身につけ、それを基盤にして、環境や
食物など外界に対する複雑適応システムとしての生命に関する
知識を多角的に修得し、生命科学に関わる倫理を理解する。

生命科学基礎

生命システム論

生命科学のそれぞれの専門分野における最先端の知識ならび
に実験技術を学びながら、自ら研究を行い、その成果をプレゼン
テーションや論文として発表する能力を修得する。

特別研究１A 特別研究１B

教養

専門分野の枠を超えて広い視野で多元的・複眼的に自然・人間・
社会を俯瞰できる能力、多様な文化・言語を理解し協働するため
の国際性を身に付けるとともに、グローバル化した社会の中で、
多様な価値観を持つ人材とコミュニケーションを取れる能力、課
題を自ら発見し、主体的に考え、解決に取り組むための論理的・
批判的思考力、正解のない課題に対しても積極的に挑むための
判断力・行動力、社会の激しい変化の中でも自らを律し、自らの
位置付けやキャリア形成を確立するとともに、心身ともに自己を
管理する能力を身に付ける。

生命倫理

ディプロマ・ポリシー項目(3)：
　生命科学における最先端の知識、高度な技術及び倫理観と、他分
野の知見を融合し、広い視野を持って自ら課題を発見・設定し、解
決できる能力。

一般教養科目
（知財、英語、研究者・技術者倫理、リーダーシップ、その他）

ディプロマ・ポリシー項目(4)：
　科学文化の啓発及び普及に貢献するように、国内外に広く研究成
果を発信できるプレゼンテーション能力及びコミュニケーション能
力。

全分
野共
通

基礎的な科学知識や最先端の学術知見を吸収するために極め
て重要な英語でのコミュニケーション能力を身に付ける。英語で
の口頭発表、討論、コミュニケーションを円滑に行えるレベルに到
達することを目標におく。

医学生物学英語特論

ディプロマ・ポリシー項目(1)：
　生命科学における最先端の知識を体系的に理解し、それに基づ
いて生命科学諸分野の課題を論理的に把握できる高度な専門知
識。

分
野

科目群で身に付ける能力
修士課程

ディプロマ・ポリシーとの関連性
1年次(半期) 1年次(半期) 2年次(半期) 2年次(半期)

　修士課程においては、学士課程で養った教養、基礎学力、専門知識を基礎として、さらに「専門科目」「一般教養科目」「研究指導」により、生命科学に関する幅広い
学識と倫理観、国際的視野を備え、高度な専門知識と研究開発能力で社会に貢献できる人材を育成するための教育課程を編成する。
(1) 「専門科目」では、高度な専門的知識を身に付けるため、専門分野ごとに特論を配置するとともに、生命科学諸分野の課題を論理的に把握できるよう、分野共通
の講義、演習を配置し、最先端の知識を体系的に理解する教育を行う。
(2) 「一般教養科目」では、専門科目で身に付けた高度な専門知識を社会に役立てるために、幅広くかつ深い学識を涵養する授業科目、コミュニケーション能力・倫理
観・国際性等を養う授業科目を配置し、専門分野に偏らない広い視野を養う教育を行う。
(3) 研究指導の過程では、自身の研究活動や指導教員等研究者との議論により高度な技術を習得し、研究開発能力を高めるとともに、「専門科目」、「一般教養科
目」で身に付けた知識・知見及び倫理観を融合し、広い視野を持って課題を発見・設定し、解決できる能力を養う。また、演習における研究発表・討議及び学会等での
発表を通して、自身の研究成果を国内外で正確かつ効果的に表現する能力を養い、国際的な視野を持って科学文化の啓発及び普及に貢献できる教育を行う。

　修士課程においては、生命科学に関する幅広い学識と倫理観、国際的視野を備え、高度な専門知識と研究開発能力で社会に貢献できる人材の
養成を目的とし、所定の期間在学し、以下の知識・能力等を身に付け、生命科学専攻で定める所定の単位を修得し、かつ、修士の学位論文又は特
定研究の成果の審査並びに最終試験に合格した学生に対して修了を認定し、修士(理学)の学位を授与する。
(1) 生命科学における最先端の知識を体系的に理解し、それに基づいて生命科学諸分野の課題を論理的に把握できる高度な専門知識。
(2) 生命科学における高度な技術を習得することで、これを駆使して、生命科学諸分野の課題の解決に貢献できる研究能力。
(3) 生命科学における最先端の知識、高度な技術及び倫理観と、他分野の知見を融合し、広い視野を持って自ら課題を発見・設定し、解決できる能
力。
(4) 科学文化の啓発及び普及に貢献するように、国内外に広く研究成果を発信できるプレゼンテーション能力及びコミュニケーション能力。

生命科学研究科 生命科学専攻
（修士課程）

研究科及び専
攻の目的

生命科学の急速な進展に対応できる広い視野を持って生命体の分子機構の解明を志し、高度の専門知識及び研究能力を有する人
材を育成する。

2020年4月1日

カリキュラム・ポリシー（抜粋） ディプロマ・ポリシー（抜粋）


